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本ガイドは、BACKLINKOのブログ記事である「Technical SEO: The Definitive

Guide」をSEO Japan編集部が翻訳・意訳したものになります。

SEOといえばコンテンツが重要とはよく言いますが、表示速度やリンク構造な

ど、「サイトの使いやすさ」も同様に重要です。

また、Googleが仲介者となる以上、Googleフレンドリーという観点も無視する

ことはできないでしょう。

当ガイドは、そのようなテクニカルSEOについて、網羅的に、かつわかりやす

く解説されたものとなります。

「なぜ重要なのか」「何をすべきなのか」も含めて解説されているため、これ

からサイトの技術的な課題を解消していきたい方の役に立つ内容となっていま

す。

このガイドをご覧いただいた皆様がSEOに取り組むにあたっての参考になれば

幸いです。
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本ガイドについて（SEO Japanより）

2020年６月16日 SEO Japan編集部

https://backlinko.com/
https://backlinko.com/technical-seo-guide


テクニカルSEOガイド

このガイドは、テクニカルSEOのガイドである。

このガイドを読むことで、あなたは以下の項目を学ぶことができるはずだ。

• クローリングとインデキシング

• XMLサイトマップ

• 重複コンテンツ

• 構造化データ

• hreflang

• その他

自身のテクニカルSEOが期待通りのものなのかどうか、それを知りたければぜひ

このガイドを活用していただきたい。
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テクニカルSEOの基礎

まずは基本的な項目から始めよう。

この章では、テクニカルSEOが2020年においても非常に重要である理由を説明す

る。

また、「テクニカルSEO」と考えるべき項目（または、考えるべきでない項目）

についても取り扱う。

さあ、始めよう。

第１章
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テクニカルSEOとは、自然検索の順位を改善する上で、「最新の検索エンジンが

求める技術的な要件をWebサイトが満たしているか」を確かめる一連のプロセス

のことである。

テクニカルSEOの重要項目は、以下の４要素である。
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テクニカルSEOとは何か？

第１章 テクニカルSEOの基礎

1. クローリング

2. インデキシング

3. レンダリング

4. Webサイトのアーキテクチャ（構造）



最高のコンテンツを掲載している最高のWebサイトがあったとしよう。

しかし、テクニカルSEOが不十分であった場合、どうなるだろうか？

おそらく、上位表示することは叶わないだろう。

最も基本的なこととして、Googleやその他の検索エンジンは、Webサイト上の

ページを発見し、クロールし、レンダリングし、インデックスする必要がある。
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なぜテクニカルSEOは重要なのか？

第１章 テクニカルSEOの基礎
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なぜテクニカルSEOは重要なのか？

第１章 テクニカルSEOの基礎

しかし、これでは十分な説明とは言えない。

Googleがサイト上のコンテンツのすべてをインデックスしたとしても、あなた

の仕事はそれで終わりではないのだ。

なぜなら、WebサイトのテクニカルSEOを最適化するには、

• セキュア化

• モバイルへの最適化

• 重複コンテンツへの対応

• 高速な読み込み時間の実現 など

やるべきことは他にもまだまだあるからだ。

上位表示するためには、「テクニカルSEOを完璧にしなければならない」とい

うわけではない。

しかし、Googleが容易にコンテンツにアクセスできるようになれば、上位表示

される可能性も上昇するのだ。
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テクニカルSEOをどう改善させるのか？

第１章 テクニカルSEOの基礎

「テクニカルSEO」とは、単にクローリングとインデキシングのみを意味する

ものではない。

テクニカルSEOの改善のためには、下記の項目を考慮に入れるべきだ。

• JavaScript

• XMLサイトマップ

• Webサイトのアーキテクチャ

• URLの構造

• 構造化データ

• 内容の薄いコンテンツ

• 重複コンテンツ

• hreflang

• canonicalタグ

• 404ページ

• 301リダイレクト

もしかしたら、記載漏れがあるかもしれない。

しかし、すべての項目は残りの章で取り扱っているので安心して欲しい。



Webサイトの構造とナビゲーション

私個人の意見としては、Webサイトの構造はあらゆるテクニカルSEOの施策の中

でも、「ステップ１」とすべき項目だ。

クローリングやインデキシングよりも先に検討すべきである。

なぜだろうか？

まず、クローリングやインデキシングの問題の多くは、Webサイトの構造の設計

に起因することが多い。そのため、このステップを正しく行えば、Webサイトの

全てのページにおいて、Googleのインデキシングについて多く心配することはな

いだろう。

次に、サイトマップに記載するURLや、検索エンジンから特定のページをブロッ

クするために用いるrobots.txtなど、最適化に必要な全ての項目にWebサイトの構

造は影響するからである。

重要なことは、「強力な構造はあらゆるテクニカルSEOの施策をずっと簡単にす

る」ということだ。

詳しく見ていこう。

第２章
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フラットで整理されたサイト構造を用いる

第２章 Webサイトの構造とナビゲーション

サイト構造とは、「Webサイト上の全てのページがどのように整理されている

か」ということである。

一般的に、構造はフラットであることが求められる。

言い換えれば、「サイト上のすべてのページはその他のページと少しのリンクで

繋がっている状態にせよ」ということだ。

なぜ、フラットな構造であることが重要なのだろうか？

フラットな構造にすることで、Googleや他の検索エンジンがWebサイト上のペー

ジを完全にクロールしやすくなるからだ。
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フラットで整理されたサイト構造を用いる

第２章 Webサイトの構造とナビゲーション

一般的なブログやローカルのピザ店のWebサイトにとって、サイト構造は大き

な問題にならない。

しかし、25万の商品ページがあるECサイトの場合はどうだろうか。フラットな

構造は、非常に重要なのである。
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フラットで整理されたサイト構造を用いる

第２章 Webサイトの構造とナビゲーション

また、サイトの構造は、徹底的に整理されていることが望ましい。

言い換えれば、サイトの構造を下記のようにすべきではない。

こうした雑然とした構造は、「孤立したページ（そのページに向けられている

内部リンクが１本も無いページ）」を作ってしまうだろう。
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フラットで整理されたサイト構造を用いる

第２章 Webサイトの構造とナビゲーション

また、雑然とした構造はインデキシングの問題を特定し、修復することを困難

にする。

Ahrefsの「Site Audit」の機能を使えば、サイト構造を俯瞰したデータが見られ

る。

非常に便利な機能だ。しかし、十分に視覚化されているとは言い難い。
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フラットで整理されたサイト構造を用いる

第２章 Webサイトの構造とナビゲーション

サイト内のページがどのようにリンクされているかを視覚化するためには、

Visual Site Mapperが便利である。

Webサイトの構造をインタラクティブなデータにしてくれる、無料のツールだ。

http://www.visualsitemapper.com/
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URLの構造を一貫させる

第２章 Webサイトの構造とナビゲーション

URLの構造については考えすぎる必要はない。

特に、ブログのような小さなサイトを運営している場合は。

一言で表すなら、「URLの構造は一貫した論理的な構造にすべき」だ。

そうすることで、ユーザーもサイト内のどこにいるのかを理解しやすくなる。
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URLの構造を一貫させる

第２章 Webサイトの構造とナビゲーション

また、異なるカテゴリー配下にページを置くことで、そのカテゴリー内にある

ページについてのコンテキストをGoogleに伝えることにもなる。

「Google の検索結果はページ単位で提供されますが、Google はサイト全

体でそのページがどのような役割を果たしているのか把握しようとしてい

ます。」
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URLの構造を一貫させる

第２章 Webサイトの構造とナビゲーション

例えば、我々のSEO Marketing Hubというページは、「/hub/seo」というサブ

フォルダを全て含んでいる。

これにより、全てのページが「SEO Marketing Hub」というカテゴリー配下に

あるページだとGoogleは認識することになる。
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URLの構造を一貫させる

第２章 Webサイトの構造とナビゲーション

この構成は上手くいっているように思える。

「SEO Marketing Hub」と検索した場合、Googleは検索結果にサイトリンクを

表示してくれているからだ。

お察しのとおり、これらサイトリンクの先のページは、全て「SEO Marketing

Hub」内のページである。
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パンくずリスト

第２章 Webサイトの構造とナビゲーション

パンくずリストがSEOフレンドリーな施策であることは明らかだ。

なぜなら、パンくずリストは自動的にサイト内のカテゴリーやサブページへの内

部リンクを追加することになるからだ。

パンくずリストの実装は、Webサイトのアーキテクチャを確固としたものにす

る手助けとなるだろう。
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パンくずリスト

第２章 Webサイトの構造とナビゲーション

ご存知のとおり、Googleは検索結果のナビゲーションをURLからパンくずリス

トに変更している。

私がパンくずリストの使用を推奨するのも頷けるのではないだろうか。



クローリング・レンダリング・インデキシング

この章では、検索エンジンがサイト全体を発見し、インデックスしやすくするこ

とについて扱う。

この章では、クロールエラーの発見と修正方法について解説する。

また、サイトの深くに位置するページを検索エンジンへ送信する方法もお伝えす

る。

第３章
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インデキシングの問題を特定する

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

カバレッジレポート

まずはGoogle Search Consoleの「カバレッジレポート」を確認しよう。

あなたがインデックスさせたいページをGoogleが完全にインデックスできてい

るか、レンダリングできているか、このレポートで確認することができる。
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インデキシングの問題を特定する

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

Screaming Frog

Screaming Frogが世界で最も有名なクローラーであることには理由がある。と

ても優秀なのだ。

カバレッジレポート内の問題を修正した後、Screaming FrogでWebサイトをク

ロールすることをお勧めする。
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インデキシングの問題を特定する

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

Site Audit（Ahrefs）

Ahrefsには、優れたサイト監査の機能がある。
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インデキシングの問題を特定する

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

Site Audit（Ahrefs）

この機能で私が最も気に入っているのは、Webサイト全体のテクニカルSEOの

健全性を把握することができるという点だ。

Webサイト全体の読み込み速度も把握できる。
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インデキシングの問題を特定する

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

Site Audit（Ahrefs）

HTMLタグの問題の検出も可能だ。

ここで紹介した３つのツールは、それぞれ良い面も悪い面もある。

そのため、１万を超えるページのあるWebサイトを運営している場合は、紹介

したすべてを使用することを推奨する。これによって、見落としが無くなるだ

ろう。
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「深い」ページへの内部リンク

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

トップページのインデックスに問題を抱える人は多くないはずだ。

深いページ（トップページからいくつかのリンクを経て到達するページ）が問

題となる。

フラットな構造である場合、そもそもこの問題が発生することを防ぐことがで

きる。最も「深い」ページでも、トップページから3つか4つのクリックで済む

からだ。

いずれにせよ、深いページをインデックスさせたいのであれば、昔からある良

い内部リンクの構成が一番なのである。
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「深い」ページへの内部リンク

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

特に、そのページへのリンクを設置しているページに権威があり、頻繁にク

ロールされているのであればなおさらだ。
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XMLサイトマップを使用する

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

モバイル・ファースト・インデックスとAMPの時代においても、GoogleはWeb

サイト内のURLを発見するためにXMLサイトマップを必要とする。

実際、Googleの社員も、URLの発見においてXMLサイトマップは「２番目に重

要なソースである」と述べている。
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XMLサイトマップを使用する

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

１番目はなんだろうか。この社員はそれを明言していない。

しかし、私は外部リンクと内部リンクであると考えている。

サイトマップが問題ないか、ダブルチェックを行いたいのであれば、Search

Console内の「サイトマップ」のレポートを確認しよう。
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XMLサイトマップを使用する

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

ここで、Googleが見ているサイトマップの状況を確認できる。
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Search ConsoleのURL検査ツール

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

特定のURLがインデックスされていない、そんな時は、Search ConsoleのURL

検査ツールが問題解決の手助けとなるはずだ。

そのページがインデックスされていない理由だけでなく、インデックスされて

いるページのレンダリング状況も確認できる。
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Search ConsoleのURL検査ツール

第３章 クローリング・レンダリング・インデキシング

これにより、そのページをGoogleがクロールし、インデックスできるかどうか

のダブルチェックが行える。



内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ

Webサイトにある全てのコンテンツがオリジナルで、ユニークなコンテンツであ

るならば、あなたは重複コンテンツについて心配することはないだろう。

とはいえ、重複コンテンツはあらゆるWebサイトで起こりうるものだ。特に、使

用しているCMSが同様のコンテンツを異なるURLで複数のバージョンを作ってし

まう場合は。

また、内容の薄いコンテンツにも同じことが言える。多くのWebサイトにとって

は大した問題ではないかもしれないが、Webサイト全体のランキングに悪影響を

与えてしまう。そのため、それらを発見し、修復することに価値はある。

この章では、あなたのWebサイト内の重複コンテンツと内容の薄いコンテンツを

修正する方法について、説明しようと思う。

第４章
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SEO監査ツールと重複コンテンツ

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ

重複コンテンツと内容の薄いコンテンツを発見するための優れたツールが２つ

ある。

１つ目は、Raven ToolsのSite Auditorだ。

このツールは、あなたのサイトをスキャンし、重複コンテンツ（もしくは、内

容の薄いコンテンツ）を発見してくれる。また、どのページを更新すべきか、

そのデータも示してくれる。

https://backlinko.com/hub/seo/raven-tools
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SEO監査ツールと重複コンテンツ

Ahrefsのサイト監査ツールにも、「Content Quality」というセクションがある。

複数のページで同様のコンテンツがあるかどうかを表示してくれる。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ
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SEO監査ツールと重複コンテンツ

いずれにせよ、これらのツールは、重複コンテンツの発見に適している。

また、「重複コンテンツ」とは、他のサイトからコピーしたコンテンツも意味

している。

あなたのWebサイトにあるコンテンツがユニークであるかどうかを確認するた

めに、私はCopyscape’sの「Batch Search」機能を使用することを勧める。

URLのリストをアップロードすれば、Web全体の中、どこにそのコンテンツが

表示されているかを示してくれる。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ

https://www.copyscape.com/


備考：他のWebサイトがあなたのコンテンツをコピーし、彼らのWebサイトで公開している

場合、その重複コンテンツの彼らの問題となる。あなた自身が気にかけることではない。

あなたのWebサイトのコンテンツは他のWebサイトからコピーされ、もしくは、酷似した内

容を書かれているコンテンツかどうかを確認しよう。
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SEO監査ツールと重複コンテンツ

他のサイトが表示されているスニペットがあれば、そのテキストを引用する形

で検索してみるといい。

Googleの検索結果の最初にあなたのページが表示されているのであれば、

Googleはあなたのコンテンツがオリジナルであると認識しているはずだ。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ
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ユニークでないコンテンツへのnoindex

多くのWebサイトでいくつかの重複コンテンツは存在してしまっているはずだ。

それ自体は問題ではない。

こうした重複コンテンツがインデックスされてしまった場合に問題となる。

解決法は何か。noindexタグを付与すればいい。

noindexタグは、Googleやその他の検索エンジンへ、「このページはインデック

スしないでほしい」と伝えるタグである。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ
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ユニークでないコンテンツへのnoindex

Search Consoleの「URL検査ツール」を使用し、noindexタグが適切に設定され

ているかを確認しよう。

URLを入力し、「公開URLをテスト」をクリックしよう。

Googleがそのページをまだインデックスしているのであれば、「URLはGoogle

に登録されています」というメッセージが表示されるはずだ。これは、noindex

タグが適切に設定されていないことを意味する。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ
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ユニークでないコンテンツへのnoindex

もし、「noindexタグによって除外されました」というメッセージが表示されて

いる場合、noindexタグは正しく機能していることになる。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ
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ユニークでないコンテンツへのnoindex

Search Console内のエラーメッセージであなたが見たいと思う、数少ないメッ

セージだろう。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ
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ユニークでないコンテンツへのnoindex

クロールバジェットにもよるが、あなたがインデックスさせたくないページが

インデックスされた際、Googleに再クロールされるのには、数日から数週間か

かってしまう。

そのため、カバレッジレポート内の「除外」タブをチェックし、noindexタグを

付与したページがインデックスから削除されているかどうか、確認することを

勧める。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ
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ユニークでないコンテンツへのnoindex

例えば、Backlinkoではページネーションのコメントがある。

また、全てのコメントページには、それが掲載されているオリジナルのブログ

記事がある。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ
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ユニークでないコンテンツへのnoindex

もし、コメントページがGoogleにインデックスされてしまったら、我々は多く

の重複コンテンツの問題を抱えてしまうことになる。

そのため、我々はこうしたページの全てにnoindexタグを付与しているのだ。

備考：robots.txtを使用することで、検索エンジンからのクロールをブロックすることも可

能だ。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ
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canonical URLを使用する

重複した別のコンテンツがある場合は、noindexタグを設置すべきだ。もしくは、

ユニークなコンテンツに置き換える必要がある。

しかし、３つ目の方法も存在する。canonical URLである。

canonical URLは非常に似たコンテンツ（複数のコンテンツでわずかな違いがあ

る場合）に設置する、最適な施策だ。

例えば、帽子を販売しているECサイトを例に挙げてみよう。

このサイトには、カウボーイ・ハットの製品ページがある。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ
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canonical URLを使用する

Webサイトの設計にもよるが、全てのサイズやカラーが異なるURLとなる場合

がある。

これは良くない。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ



P A G E 49

canonical URLを使用する

幸運にも、canonicalタグを使用し、通常の製品ページが「メイン」のページで

あると、Googleに知らせることができる。

そして、その他の全てのページは、わずかな違いがあるページであるというこ

とも同時に知らせることができる。

第４章 内容の薄いコンテンツ・重複コンテンツ



ページスピード

ページスピードの改善は、ランキングに直接影響を与える数少ないテクニカル

SEOの１つである。

もちろん、「読み込み時間の速いサイトがGoogleの検索結果の１ページ目に表示

される」ということではない。上位表示には被リンクが必要である。

しかし、読み込み時間の改善は、自然検索を増やす上での大きな一歩となる。

この章では、Webサイトのロードタイムを改善するための、３つの簡単な方法を

説明する。

第５章
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Webページのサイズを減らす

第５章 ページスピード

CDN、キャッシュ、Lazy Load、CSSの縮小。

こうしたアプローチを推奨する記事を何千回と目にしていることだろう。

しかし、ページスピードにおける重要な別の要素について、多くの人が語って

いないと感じている。それは、Webページのサイズである。

実際、我々がページスピードについて大規模な調査を行った結果、ページの

トータルのサイズとロードタイムは、他のどの要素よりも相関していることが

わかった。

（図は次ページ）

https://backlinko.com/page-speed-stats
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Webページのサイズを減らす

第５章 ページスピード
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Webページのサイズを減らす

調査の結果、得られたアドバイスがある。

こと、ページスピードにおいては、簡単に手に入るものではない。

画像の圧縮をしたり、サイトのキャッシュの作成をしたり、といったことは可

能だ。

しかし、ページが大きければ、ロードには時間がかかってしまう。

これは、我々Backlinkoでも課題となっていることだ。

なぜなら、我々は高解像度の画像を多く使用しているため、ページのサイズが

大きくなる傾向があるからだ。

第５章 ページスピード
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Webページのサイズを減らす

私は、読み込み速度の遅さと付き合うという決断を下した。私は、速いが粒度

の粗いページではなく、遅いが見栄えのいいページにすることにしたのだ。

その結果、GoogleのPageSpeed Insightsのスコアは非常に低くなってしまった。

しかし、サイトスピードの改善が最優先事項であるならば、ページのサイズを

縮小させるため、あらゆる施策を行うべきだ。

第５章 ページスピード
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CDNの利用有無におけるロードタイム

我々のページスピードの調査から得られた結果の中で最も驚くべきものの１つ

に、「CDNはロードタイムの悪化と関連している」ということが挙げられる。

おそらくは、多くのCDNが的確にセットアップされていないからだろう。

そのため、CDNを使用する場合は、webpagetest.orgでCDNのあり、なしの状

態でテストをすることをお勧めする。

第５章 ページスピード

https://webpagetest.org/
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サードパーティ製のスクリプトを削除する

ページに設置されたサードパーティ製のスクリプトは、平均で34msのロードタ

イムを追加してしまう。

これらのスクリプトの中でも、（例えばGoogle Analyticsのように）必要なもの

もあるだろう。

しかし、取り除いてもよいスクリプトがあるかどうか、Webサイト全体を確認

することは無駄ではないはずだ。

第５章 ページスピード



テクニカルSEOのアドバイス

ここでは、すぐに行えるテクニカルSEOのアドバイスをいくつか紹介しよう。

この章では、リダイレクト、構造化データ、hreflangなどを扱う。

第６章
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多言語サイトにhreflangを設置する

あなたのサイトには、異なる国々や言語に対するバージョンのページがあるだ

ろうか。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

その場合は、hreflangタグが大きな助けとなる。
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多言語サイトにhreflangを設置する

hreflangの問題は何だろうか。

それは、セットアップが困難であるということだ。また、Googleのヘルプ記事

も、わかりやすいわけではない。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス
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多言語サイトにhreflangを設置する

そこで、Aleyda Solis’s hreflang Generator Toolの登場だ。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

このツールを使用すれば、複数の国、言語、地域へのhreflangの作成が比較的容

易に行える。

https://www.aleydasolis.com/english/international-seo-tools/hreflang-tags-generator/
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リンク切れを確認する

多くのリンク切れがあったとしても、そのWebサイトのSEOを破壊することは

ない。

実際、リンク切れは「SEOの問題ではない」とGoogleも述べている。

しかし、リンク切れした内部リンクがある場合はどうだろうか。そうなると、

話は変わってくる。

リンク切れした内部リンクがあれば、GoogleBotがサイト内のページを発見し、

クロールすることが困難になる。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

そのため、３ヶ月に１回、リンク切れの確認を含むSEO監査を行うことをお勧

めする。

https://www.seroundtable.com/google-broken-links-19201.html
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リンク切れを確認する

例えばSEMrushのSEO監査ツールを使えば、サイト内のリンク切れを容易に発

見できる。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

Ahrefsの場合はこうだ。



P A G E 63

リンク切れを確認する

Screaming Frogにもある。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

これらの画像からもお分かりのとおり、私はリンク切れの問題を抱えていない。

非常に良い状態と言えるはずだ。
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構造化データを設置する

構造化データを実装することは、サイトのSEOを改善するのに直接役に立つと

いうわけではない。

実際、我々が行ったランキング要素の調査では、構造化データと１ページ目へ

の表示には相関がないことがわかっている。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

https://backlinko.com/search-engine-ranking
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構造化データを設置する

とはいえ、構造化データを実装することで、リッチスニペットの表示が可能と

なる。

リッチスニペットは検索結果で目立つ表示となるため、自然検索のクリック率

を大きく改善する可能性がある。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス
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XMLサイトマップを認証する

大規模なWebサイトを運営している場合、サイトマップ内のURLを管理し続け

ることは困難だ。実際に、私が調査したWebサイトの多くで、404や301のペー

ジがサイトマップに含まれていた。

サイトマップの目的が公開されているページの全てを検索エンジンに伝えるこ

とであることを考えれば、サイトマップ内のリンクの全てを公開されている

ページのリンクにしたいと思うはずだ。

そのため、the Map Broker XML Sitemap Validatorを使用してサイトマップの

運用を行おう。

自身のサイトマップを入力するだけでよい。

すると、リンク切れやリダイレクトしているURLを検知できる。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

https://ipullrank.com/tools/map-broker/
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XMLサイトマップを認証する

第６章 テクニカルSEOのアドバイス
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noindexタグとカテゴリーページ

WordPressでWebサイトを運用している場合、カテゴリーページとタグページ

をnoindexにすることをお勧めする。もちろん、こうしたページが多くのトラ

フィックを運んでくれているとしてもだ。

こうしたページはユーザーに対し、多くの価値を提供しない。そのため、重複

コンテンツの問題を引き起こしてしまうのだ。

Yoastを使えば、一回のクリックでこうしたページにnoindexを付与できる。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス
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モバイルユーザビリティの問題を確認する

2020年にもなって、Webサイトをモバイルに最適化すべき理由を説明する必要

はないだろう。

とはいえ、非常にモバイルフレンドリーなサイトであっても、問題を引き起こ

す可能性がある。そして、ユーザーがその不満をEメールで伝えてくれない限り、

こうした問題が表面化することは難しい。

そこで、Search Consoleのモバイルユーザビリティのレポートを活用しよう。

Googleがモバイルユーザーに対して最適化されていないページがあると発見し

ていれば、それを伝えてくれている。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス
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モバイルユーザビリティの問題を確認する

さらに、そのページの何が問題であるかも伝えてくれている。

これにより、具体的に修正すべき箇所がわかるはずだ。

第６章 テクニカルSEOのアドバイス



2020年のSEOへのアドバイス

それでは、最新のテクニカルSEOのケーススタディをもって、このガイドの締め

くくりとしよう。

Backlinkoの読者がGoogleのランキングを下記の項目によって上昇させた例を４つ

挙げてみよう。

・構造化データ

・内部リンク

・FAQ

・Webサイトの統合のベストプラクティス

面倒な説明はやめ、各ケーススタディを見ていこう。

ボーナス章
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ケーススタディ#1

内部リンクを活用し、自然検索流入を250%向上させた方法

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

Felix NortonはクライアントのWebサイト（イベントを誘致するマーケットプレ

イス）のテクニカルSEOを監査したところ、大きく目立つ箇所があった。

そのWebサイトはほとんど内部リンクを設置していなかったのだ！

また、設置していたとしても、その内部リンクにキーワードを含めたアンカー

テキストを使用していなかったのだ。

このクライアントと契約してから、この時点で３ヶ月経っていた。その間、

Felixとそのチームは多くの高品質な記事をこのサイトのブログに提供していた。

しかし、トラフィックとランキングはどちらも奮わなかった。

サイト監査を行った結果、こうした素晴らしいコンテンツがどこからもリンク

されていないことにFelixは気がついた。さらに悪いことに、これらのコンテン

ツから、重要な製品ページやサービスページへもリンクが設置されていなかっ

た。

このようにして、Felixは優先度の高いコンテンツへ内部リンクを設置すること

を決断した。
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ケーススタディ#1

内部リンクを活用し、自然検索流入を250%向上させた方法

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

（以下は、キーワードに内部リンクを設置している箇所の例）

商品ページの例を挙げよう。
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ケーススタディ#1

内部リンクを活用し、自然検索流入を250%向上させた方法

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

関連記事の例は下記だ。

戦略的に内部リンクを構築した結果、１週間以内にトラフィックが250％上昇し

た。
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ケーススタディ#2

構造化データを活用し、Googleからの流入を倍増させた方法

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

Backlinkoの読者であるサーモン・バイグ氏は、技術レビューサイトのVoxel

Reviewsを運営している。

彼にとって最も重要なキーワードの１つが、「Best Gaming Laptops under 500

（500ドル以下のゲームに最適なノートパソコン）」である。

このキーワードはロングテールキーワードと思われるかもしれない。実際に、

そうだ。

しかし、強い検索意図を持つ非常に具体的なキーワードである。そのため、こ

のキーワードで順位を上昇させるために時間を費やす価値は十分にある。
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ケーススタディ#2

構造化データを活用し、Googleからの流入を倍増させた方法

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

そして、このキーワードの検索結果を見た際、１つのチャンスを発見した。テ

クニカルSEOが入り込む余地があったのだ。

彼は１ページ目に表示されているページのタイトルの多くに、年月が記載され

ていることに気がついた。

しかし、これらのページの多くが、実際にはページを更新しているわけではな

かった（もしくは、「公開日」をHTMLに記載しているだけであった）。
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ケーススタディ#2

構造化データを活用し、Googleからの流入を倍増させた方法

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

例えば、このページは現在の月をタイトルタグに時計じかけのように追加して

いる。
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ケーススタディ#2

構造化データを活用し、Googleからの流入を倍増させた方法

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

しかし、日付を指定してこのページを検索してみると、実際の日付をGoogleが

保存していることがわかる。

現在の月をタイトルタグに追加することで、自然検索のクリック率のサポート

にはなるかもしれない。しかし、Googleはこれを無視するだろう。

Googleがサーモン氏のコンテンツの更新が適正なものであると判断すれば、ラ

ンキングは上昇するかもしれない。
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ケーススタディ#2

構造化データを活用し、Googleからの流入を倍増させた方法

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

そのため、このページが実際に更新されていることをGoogleに伝えるため、記

事の上部に日付を追加することにした。

また、構造化データの「datePublished」と「dateModified」の日付も更新した。
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ケーススタディ#2

構造化データを活用し、Googleからの流入を倍増させた方法

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

この変更により、サーモン氏のコンテンツは強調スニペットに表示されるよう

になった。
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ケーススタディ#2

構造化データを活用し、Googleからの流入を倍増させた方法

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

強調スニペットの表示とランキングの上昇により、トラフィックは200％以上も

増加した。
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ケーススタディ#3

システム更新時のミスを解消して流入を回復させた事例

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

このWebサイトはMagentoを使用した最新のバージョンに統合していた。

• 内部リンクのないページ（孤立したページ）

• noindexのページに向けられたcanonicalタグ

• 他のページにリダイレクトするページへのリダイレクト（リダイ

レクトチェーン）

• リンク切れ（内部リンクと外部リンク）

• インデックスさせるべきでないページのサイトマップへの記載

• 最適化されていないタイトルとディスクリプション

この統合の際、自然検索への影響を考慮せず、Webサイトに多くの変更（検索

トラフィックのあるページの削除など）を加えていた。

このWebサイトは月間で30,000の訪問を獲得していたが、２ヶ月間で、月間の

訪問数は3,000に減少していた。

ニール氏はSEOの監査を行い、SEOに悪影響を与えるテクニカルSEOの多くを

洗い出した。
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ケーススタディ#3

システム更新時のミスを解消して流入を回復させた事例

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

テクニカルSEOの問題を解決するに従い、数週間のうちに自然検索からのトラ

フィックは上昇していった。

実際、2019年７月から10月にかけ、自然検索からのトラフィックは228％に

なったのだ。
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ケーススタディ#4

FAQ構造化データを活用、クリック数を15.23%上昇させた事例

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

ビル・ウィドマー氏はthe Wandering RVというRV車のブログを運営している。

下記のRV車の保険のガイドページは、彼にとって最も重要なページの１つだ。
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ケーススタディ#4

FAQ構造化データを活用、クリック数を15.23%上昇させた事例

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

不幸にも、「RV Insurance（RV車 保険）」のようなキーワードは、Geicoや

Bankrate.comといった有名ブランドに独占されていた。

そこで、こうしたブランドよりも上位に表示させる必要はないと、彼は考えた。

そして、FAQの構造化データを使用し、より多くのクリックを獲得しようとし

た。
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ケーススタディ#4

FAQ構造化データを活用、クリック数を15.23%上昇させた事例

第６章 テクニカルSEOのアドバイス

ビル氏は彼のページの「よくある質問」の箇所に、リッチスニペットの表示の

助けとなる、FAQの構造化データをマークアップした。

この変更のみで、彼はGoogleからのトラフィックを15.23%上昇させたのである。



次はあなたの番だ

これが、今回のテクニカルSEOのガイドの全てである。

あなたからの意見をぜひ聞きたいと思う。

このガイド内のどのアドバイスを、あなたは実施しようと思っただろうか？

Webサイトのスピード改善に注力するだろうか。

もしくは、リンク切れの修復に注力するだろうか。

ぜひSNSや社内のコミュニケーションツールでこのガイドをシェアして議論して

ほしい。
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最後までご覧いただきましてありがとうございます。

サイト構造から重複コンテンツの解消、サイトマップまで、テクニカルSEOの

基本を網羅的に抑えたガイドでしたが、どのような印象を受けましたでしょう

か。

「意識していなかったことがあった」「全体像を網羅できた」「基本的なこと

ばかりだった」など、様々な意見があるかと思いますが、ぜひ貴社のSEO施策

に活かしていただければ幸いです。

最後になりますが、アイオイクス株式会社では、20年近くSEOに携わったこと

から培われた普遍的なノウハウと時代に合わせた手法をコンサルティングサー

ビスという形で提供しております。

もし、「知見やリソースが不足している」「これからSEOに取り組んでいきた

いと考えている」など、SEOやWebマーケティングへの課題をお持ちであれば、

ぜひお問い合わせください。

お問い合わせは以下のリンクよりお願いいたします。

SEO Japan問い合わせフォーム
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最後に（SEO Japanより）

アイオイクス株式会社

〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿３丁目46-3

TEL：03-6408-2870

https://www.ioix.com/

https://www.seojapan.com/（サービスサイト）

https://www.seojapan.com/contact/
https://www.ioix.com/
https://www.seojapan.com/

